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が小さくなる ④ シャッタースピード 1/15s～1/30s 以下に設定することで震えによる「手振れ」
の影響が小さくなるということが示唆される。本研究では 3 軸加速度センサを用いてシフト振れ
に関する解析を行ったが、今後としてジャイロセンサを用いて角度振れに関しても震えを解析す
ることにより、さらに「手振れ」防止策を検討出来ると考えられる。 
 
